
【補正予算概要】

【補正予算額】

【主な事業】

款 項 目 補正額
（単位：千円）

事業内容
担当課

【問い合わせ】

1 2 1 11 4 ウクライナ人道支援事業 300
ウクライナからの新たな避難民を見込む
1人あたり10万円×３人分

政策室長
冨田（内線2455）

2 3 1 1 34 生活困窮者自立支援金 26,852

緊急小口資金や総合支援資金の特例貸付が既に限度額に達しており、新たな
貸付を利用できないなどの、生活保護に準ずる水準の困窮世帯に対して、６カ
月で最大60万円を支給するもので、受付期間が令和４年６月末から８月末に
延長されたことなどに伴い増額

福祉相談課長
宗像（内線2215）

3 3 1 1 37 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金 267,372
住民税非課税世帯等に対し、生活・暮らしへの支援として、１世帯あたり10万
円を給付するもので、令和４年度に新たに非課税となった世帯、また家計が急
変し非課税水準になった世帯等に対して給付

福祉政策課長
佐渡（内線2230）

4 3 1 1 38 新型コロナウイルス感染症緊急対策社会福祉施設等応援事業 12,017
感染症対策と事業の継続を支援するため、高齢者施設や障がい者施設へ１０
万円を給付

高齢障がい課長
髙橋（内線2238）

5 3 1 1 39 新型コロナウイルス感染症緊急対策生活応援事業 2,000 コロナ感染の自宅療養者へ食料品等の支援を行う
健康推進課長

鈴木（内線2609）

6 3 1 4 29 認知症高齢者グループホーム整備促進事業 108,600 4カ所目となる認知症高齢者グループホームの建設費を補助
福祉政策課長

佐渡（内線2230）

7 3 2 1 18 子育て世帯緊急対策応援事業 297,532

【別紙資料参照】
食費等の物価高騰などの影響を受ける子育て世帯を支援
▼新生児から高校生世代まで、子ども1人あたり２万円を給付（所得制限なし）
▼家計がひっ迫し、学生生活や学業等の継続が困難になる可能性が高い、単
身世帯・ひとり親世帯・市民税非課税世帯・多子世帯などの大学生などに、1人
あたり５万円を給付

子ども政策課長
山口（内線2305）

令和４年度　狛江市一般会計補正予算（第１号）

　国の「コロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急対策」として実施が決定された生活困窮者への各種支援事業やコロナワクチンの４回目接種の実施、市独
自事業として、子育て世帯を支援するため、新生児から大学生までへの給付金、全額デジタルによるプレミアム付商品券事業などを実施するほか、ウクライナ避難
民への支援金や認知症高齢者グループホームの整備にかかる建設費補助などを計上します。

　１０億９３９万４千円
　　うち、新型コロナウイルス感染症対策　８億8,194万２千円　（うち、市独自事業　４億７,６８８万７千円　※黄色網掛け）

事業名
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款 項 目 補正額
（単位：千円）

事業内容
担当課

【問い合わせ】
事業名

8 3 2 1 19 子育て世帯家事応援事業 25,578
保育サービスを利用していない１・２歳児を養育している世帯に対し、家事負
担を軽減するため、家事支援用品の購入に対する商品券を、児童１人あたり５
万円分配布

子ども政策課長
山口（内線2305）

9 3 2 1 20 低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金 78,753
児童扶養手当受給世帯や市民税非課税のふたり親世帯、また、家計が急変し、
非課税水準になったふたり親世帯等について、対象児童1人あたり、５万円を
給付

子ども政策課長
山口（内線2305）

10 3 2 2 12 新型コロナウイルス感染症緊急対策保育所等応援事業 13,000
感染症対策と事業の継続を支援するため、保育所や幼稚園等に対し、児童数
に応じて、１０万円から５０万円を給付

児童育成課長
三宅（内線2315）

11 4 1 1 16 新型コロナウイルス感染症自宅療養者医療支援事業 1,340 コロナ感染の自宅療養者へ、薬の配送や訪問・電話診療等を医師会等に委託
健康推進課長

鈴木（内線2609）

12 4 1 2 1 予防接種 552
定期接種の機会を逃し、子宮頸がんワクチンを自費で接種された、キャッチ
アップ世代の方に対して、接種費用を助成する制度を創設

健康推進課長
鈴木（内線2609）

13 4 1 2 9 新型コロナ予防接種 5,000
４回目の新型コロナウイルスワクチンの接種費用及び運営費等を計上
６０歳以上と１８歳から６０歳未満で基礎疾患があり、３回目接種から５カ月経
過した方を対象、６月初旬から順次開始予定

新型コロナ予防接種室長
田部井（内線2502）

14 4 1 2 10
新型コロナウイルス感染症予防
（社会福祉施設等におけるPCR検査等費用補
助金）

4,510

高齢者施設や障がい者施設などの社会福祉施設等において、コロナ感染者が
発生した場合に、行政検査の対象とならない従業員及び施設利用者に対し、
当該施設等がＰＣＲ検査を実施した場合や感染予防対策を目的としたＰＣＲ検
査等に係る費用を助成

高齢障がい課長
髙橋（内線2238）

15 4 1 2 10
新型コロナウイルス感染症予防
（市内医療機関事業継続補助金）

9,400
狛江市医師会・歯科医師会・薬剤師会に所属する機関へ事業継続を支援する
ため、１施設10万円を補助

健康推進課長
鈴木（内線2609）

16 7 1 2 5 プレミアム付商品券事業 123,816

市民生活や事業者への支援と消費喚起、また、デジタル化・キャッシュレス決済
を促進し、デジタルの力を活用した地域経済の継続的な活性化のため、全額ス
マホアプリのデジタルによるプレミアム付商品券を発行（額面総額３億２,５００
万円、うちプレミアム分30％：７,５００万円）
<利用期間>令和４年11月～令和５年1月、<販売額>１口５,０００円（額面６,
５００円、使途内訳４,０００円：全店、２,５００円：小規模店）、５万口販売

地域活性課長
矢野（内線2275）

17 10 2 5 2 学校給食費（小学校） 9,312
食材費が高騰しており、給食の質の低下や保護者負担を増させることがない
よう、食材料費を増額、一食あたり平均１１.９円

学校教育課長
植木（内線2325）

18 10 3 5 3 中学校給食費 3,960
食材費が高騰しており、給食の質の低下や保護者負担を増させることがない
よう、食材料費を増額、一食あたり平均１５.１円

学校教育課長
植木（内線2325）

989,894 ― ―
（主な事業）

合　　　　　　 　計

　【補正予算全般に関する問い合わせ】

 　　財政課長　古内

　　電話　代表03-3430-1111（内線2415）
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